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勝敗を決めた初回・３回の攻撃・・・

今シーズン黒星発進
また打線沈黙！

３／２８（土）岸根公園野球場にて、ＰＩＯＬＡＸとのＧＰ対抗第４戦を行った。当日は、寒
の戻りで、寒さを感じる中、ゲームは始まった。今日の勝敗を決めたのは、守備の拙さであろう。
２つのエラーが３点を呼び、結果、５：２の敗戦となった。振り返ってみると、この３点が無け
れば、接戦だっただけに、やはり、エラーは怖いものである。先発土屋は大きな崩れも無かった
が、終わってみれば、９安打を浴びたが、要所を締め、且つ四死球１は立派なもの。後続政司も
四死球０と、投手陣は上々の出来であった。打線であるが、先発篠原には、何と４回をノーヒッ
トに抑えられ、後続中曽称から何とかの２安打でノーヒット・ノーランを免れた。終わってみれ
ば、またもや貧打であった。初回、制球の定まらない篠原が１アウト満塁とランナーを溜めた、
絶好の得点機に２打者連続三振と残塁、３回にも１アウト２、３塁と絶好の得点機に走塁の拙さ
でＤＰを喫し、またもや無得点であった。草野球故、両方の得点機会は大量得点に繋がる要素を
秘めている事から、ボールに食らいついて、何とかバットに当てよう。打球の判断をコーチャー
と共に判断し、プレーしよう！点が入れば流れも変わるのだから。そんな中で・・・
終盤の５－４－３のダブルプレーは、お見事でした。崩れも含め他にも惜しいのが有りました…


